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令和元年上半期、京都府内における侵入窃盗の刑法犯認知件数は 354件で、
前年同期比 －33件と減少しているものの、病院・診療所等を狙った病院荒し
は９件で、前年同期比＋３件と増加傾向にあります。
本年７月中には、京都府南部地域で病院荒しが既に複数件発生しており、今

後も被害の連続発生等が懸念されるところです。
特に、マンションや雑居ビル等の１階に位置し、閉院後に無人となる歯科医

院や整骨院・鍼灸院等が多く狙われています。シャッターや出入口ドアを壊さ
れ、レジスターや金庫内から現金が盗まれているため、多額の現金を置かない
等、被害に遭わないための対策に努めましょう。

【侵入手段】

※ 約６割が「ガラス破り」
と「ドア錠破り」で侵入

※ 約８割が「出入口」
から侵入

【侵入口】

○ 施錠の徹底
出入口や窓には、必ず鍵をかけましょう！（補助錠を取り付けると防犯効果があります。）

○ 防犯機器や機械警備の活用
出入口等には防犯カメラやセンサーライト等の防犯機器を、建物内には

センサー式警報装置等の機械警備を活用しましょう！

○ 現金の保管管理の徹底
閉院時、病院内で多額の現金保管を避け、やむを得ず病院内で保管する

場合は、施錠設備のある固定された金庫等で保管するようにしましょう！

○ 不審者（車）発見時の通報
不審な行動をする人物や車両を見かけたら、直ぐに110番通報してください。

（平成30年中及び令和元年６月末の数値合計を分析）

※ 本年中の数値は暫定値です。

認知件数 認知件数

354 ▲33 ▲8.5% 785 ▲176 ▲18.3%

うち 病院荒し 9 3 50.0% 9 ±0 －
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